
申問　：問い合わせ　　：申し込み

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
４
月
５
日
～
２６
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見

方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
講
座
３

□
と
き
　
４
月
７
日
～
２８
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
図

形
や
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
の
挿
入

方
法
を
学
び
ま
す
。

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
０
８
０
～

１
４
０
４
円
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
３
月
１２
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま

で
。
初
め
て
の
人
は
３
月
２８
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
し

ま
す
。
再
受
講
者
の
受
講
の
可

否
は
２９
日
㈫
以
降
に
連
絡
し
ま

す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ

れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

い
方
や
研
究
し
て
み
た
い
と
い

う
方
に
お
薦
め
で
す
。
初
心
者

に
は
個
別
指
導
も
行
い
ま
す
。

参
加
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
２６
日
㈯
、
４
月

２３
日
㈯
午
前
９
時
半
～
正
午

（
正
午
か
ら
午
後
２
時
は
交
流

会
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の

方
や
そ
の
家
族
、
友
人
な
ど

□
定
員
　
１０
人
程
度（
先
着
順
）

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け

の
各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
、

主
に
Ｓス

カ

イ

プ

ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
で
の
グ
ル
ー

プ
通
話
方
法
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
を
学
習
し
ま
す
。
交
流
会

で
昼
食
（
実
費
）
を
希
望
の
方

は
そ
の
旨
を
事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
４
月
２３
日
の
教
室

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
で
の
困

り
事
な
ど
に
つ
い
て
社
会
福
祉

課
の
職
員
と
交
流
で
き
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

　
障
が
い
の
あ
る
方
で
パ
ソ
コ

ン
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
気
軽

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
３
月
２
日
～
４
月

２７
日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

半
　
▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝

３
月
４
日
～
４
月
２２
日
（
毎
週

金
曜
日
）
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ

方
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は

難
病
疾
患
の
方
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

※
送
迎
や
付
き
添
い
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す

□
定
員
　
各
１０
人
程
度
（
先
着

順
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー

ル
、ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
を
個
人
の

ペ
ー
ス
で
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
な
い
方
に
は
先
着
４
台
ま
で

貸
し
出
し
可
能
）、
筆
記
用
具

※
貸
し
出
し
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
　
参
加

者
の
ペ
ー
ス
に
沿
っ
た
個
別
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
、
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。
毎
回
の
参
加
は

無
理
な
方
も
、
１
回
の
み
の
参

加
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

思
２
６
―
１
９
８
５

問

申
・

　
中
山
道
姫
宿
の
会
で
は
、
中

山
道
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
近
隣
の

五
つ
の
宿
場
（
大お

お

井い

宿
、
中な

か

津つ

川が
わ

宿
、
落お

ち

合あ
い

宿
、
馬ま

籠ご
め

宿
、
妻つ

ま

籠ご

宿
）
同
士
連
携
を
取
り
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
の

一
環
と
し
て
、
各
宿
場
の
特
徴

を
生
か
し
た
姫
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
恵
那
農
業
高
校
生
が
デ

ザ
イ
ン
し
て
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

を
募
集
し
ま
す
。

□
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用

紙
に
下
図
の
４
姫
全
て
の
名
前

と
必
要
事
項
を
記
入
し
最
寄
り

の
応
募
箱
に
入
れ
る

□
応
募
用
紙
・
応
募
箱
設
置
場

所
　
え
な
て
ら
す
、
明
治
天
皇

大
井
行
在
所
、
中
山
道
ひ
し
屋

資
料
館
、中
山
道
広
重
美
術
館
、

旅
館
い
ち
川
、
寿
司
幸
、
土
田

屋
、
宝
寿
司
、
つ
き
の
く
ら
、

岩
島
屋

□
締
め
切
り
　
３
月
３１
日
㈭

　
　
中
山
道
姫
宿
の
会（
杉
本
）

志
０
９
０
―
６
８
０
０
―
４
０

５
６

　
横
井
照
子
ひ
な
げ
し
美
術
館

で
は
、
美
術
館
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
枝
垂
れ
梅
が
開
花
す
る
時

季
に
合
わ
せ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
プ
と
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
フ

ル
ー
ト
の
デ
ュ
オ
に
よ
る
春
の

梅
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
横
井
照
子
氏
の
作
品
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
展
示
室
に
響
き
渡

る
軽
や
か
な
音
色
を
楽
し
め
ま

す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
は
、
こ

の
日
だ
け
の
特
別
な
和
菓
子
と

抹
茶
も
味
わ
え
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１３
日
㈰
午
後
２

時
～
４
時
半
（
開
場
は
午
後
１

時
半
）

□
と
こ
ろ
　
横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
（
大
井
町
）

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
は
１
０
０
０
円
）

※
抹
茶
と
和
菓
子
付
き

　
　
　
　（
一
財
）
横
井
照
子

ひ
な
げ
し
美
術
館
志
２
０
―
１

１
８
１
（
月
曜
日
休
館
）

パ
ソ
コ
ン
の
４
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

中
山
道
宿
場
姫
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
名
前
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

梅
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

問

申
・

問

問

申
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
赤
い

鳥
」
さ
ん
が
、
月
に
２
回
広
報
え

な
の
内
容
を
音
声
で
テ
ー
プ
に
入

れ
て
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
高

齢
で
、
字
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
て

き
た
の
で
、
送
っ
て
く
れ
る
テ
ー

プ
で
広
報
の
内
容
が
分
か
り
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
団
体
が
あ
る
こ
と

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

明
知
鉄
道
の
駅
が
新
し
く
な

り
、
き
の
こ
列
車
の
時
な
ど
に
は

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て

真
心
こ
も
っ
た
声
で
届

く
広
報
え
な
に
感
謝

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです（営利目
的・宗教・政治に関する掲載はできま
せん）。
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

▲横井照子《Uｍｅ》１９７１年

芸術・芸者さん風
食・和菓子

りんご・お六櫛
文学・藤村

「

清流・青海波・鮎
栗・五平餅

「十三人の刺客」
紅葉・石畳・傘

い
て
、
心
が
ウ
キ
ウ
キ
う
れ
し
い

で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
ト
イ
レ
の
汚
れ

が
気
に
な
り
ま
す
。
使
用
し
て
便

器
が
汚
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

隅
々
に
髪
の
毛
や
ほ
こ
り
が
目
立

ち
ま
す
。
別
の
ト
イ
レ
を
利
用
す

れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
遠
く
か

ら
来
た
方
が
お
い
し
い
料
理
を
食

べ
て
楽
し
ん
だ
後
、
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
ガ
ッ
カ
リ
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。

私
が
利
用
し
た
時
が
た
ま
た
ま
汚

れ
た
時
で
し
た
ら
ご
め
ん
な
さ

い
。

　
　
　
　

（
三
郷
町
・
度
会
さ
ん
）

　
明
知
鉄
道
恵
那
駅
の
ト

イ
レ
の
清
掃
は
定
期
的
に

行
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
不
足
や
汚
れ
の
確
認
を
日

に
数
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
回
ト
イ
レ
清
掃
が

十
分
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
不
快

な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

明
知
鉄
道
と
共
に
清
掃
の
内
容
や

手
順
な
ど
を
よ
く
打
ち
合
わ
せ

て
、
気
分
良
く
使
っ
て
い
た
だ
け

る
ト
イ
レ
を
皆
さ
ん
へ
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
商
工
観
光
課
）

ト
イ
レ
が
き
れ
い
だ
と

も
っ
と
う
れ
し
い

問

申
・
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